
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
が

佐
渡
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
江
戸
時
代
に
お
け
る
佐
渡
の
鉱
山
の

よ
う
す
を
描
い
た
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」

は
、
国
内
外
で
１
０
０
点
以
上
の
所
在
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
他
の
鉱
山

と
比
べ
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
内
容
に
お

い
て
も
、
金
銀
山
に
お
け
る
採
鉱
・
製

錬
・
小
判
製
造
な
ど
一
連
の
作
業
工
程
が

詳
細
に
描
か
れ
、
ま
た
、
金
銀
山
で
働
く

人
々
の
服
装
や
髪
型
、
建
物
や
町
並
み
な

ど
の
描
写
も
あ
り
、
鉱
山
史
だ
け
で
な
く

近
世
社
会
史
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。

　「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
が
他
の
鉱
山
絵

巻
を
圧
倒
す
る
数
と
内
容
を
誇
っ
て
い
る

こ
と
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
重
要
性
を
示
す

ひ
と
つ
の
大
き
な
根
拠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
は
、

他
の
鉱
山
の
絵
巻
製
作
に
あ
た
り
手
本
と

な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
は
佐
渡
市

内
に
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
最
古
の
「
佐
州
金
銀
山
敷
内
稼
仕
方
之

図
」
（
佐
渡
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
10
件

が
、
平
成
23
年
３
月
１
日
、
佐
渡
市
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

　
こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募

金
、
17
個
人
・
17
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
ト
キ

保
護
増
殖
お
よ
び
野
生
復
帰
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63
―
３
７
６
１

「佐渡銀山往時之稼行絵巻物」(佐渡市教育委員会所蔵)　　採鉱作業の様子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
４
月
〜
23
年
３
月
）
ト
キ
保
護

の
た
め
に
総
額
６
２
０
万
５
３
２
４
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

むっさんこネットワーク　様

三国コカ･コーラボトリング株式会社　様

株式会社セイヒョー　様

株式会社イトーヨーカ堂　様

朱鷺写真愛好会事務局　様

佐渡興産有限会社　様

「新潟・佐渡の音風景」実行委員会　
狩野泰一　様

カンゾウの会　様

佐渡KIDS生きもの調査隊　様

コープネット事業連合　様

佐渡汽船運輸株式会社　様

高齢化社会を考える佐和田の会　様

オリエンタル白石株式会社　
朝日橋作業所　様

松井 三生　様

協同組合米ネットワーク新潟　様

中村 三郎　様

寄　　付　　者 ご住所

佐渡市

佐渡市

新潟市

東京都千代田区

富山県黒部市

佐渡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

埼玉県
さいたま市

佐渡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

新潟市

東京都稲城市

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

78
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